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　このコンクールは、加美町内の小中学校の児童生徒及びこども園・幼稚園・保育所の年長児を
対象に、社会福祉に対する関心を深め、福祉の心（おもいやり・たすけあい・ささえあい）と社
会連帯の意識の高揚を目的に実施しています。
　今年度は作文112点（小学生の部31点、中学生の部81点）、ポスター163点（小学生の部54点、
中学生の部26点、幼児の部83点）の応募があり、審査会（審査員長：早坂教育長ほか委員９名）
の厳正なる審査を経て、下記のとおり入選作品が選出されました。なお、福祉作文と福祉ポスター
小学生・幼児の部の各最優秀賞作品は、次ページ以降に掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

（敬称略）

福祉作文（小学生の部）　★最優秀賞　佐竹　桃奈（宮崎小学校６年）
★優秀賞　堀籠　柚羽（中新田小３年）　　　★優秀賞　佐藤　　花（中新田小４年）
★優秀賞　佐々木孝太朗（広原小４年）　　　★佳　作　斎藤きくの（宮崎小１年）
★佳　作　工藤　海翔（鳴瀬小２年）　　　　★佳　作　大累　葵葉（東小野田小４年）
★佳　作　奥津　拓翔（賀美石小６年）

　　　　　（中学生の部）　★最優秀賞　小松真奈美（小野田中学校２年）
★優秀賞　佐々木望花（宮崎中１年）　　　　★優秀賞　太田優里亜（宮崎中２年）
★佳　作　青木　舞桜（小野田中１年）　　　★佳　作　石山　花音（宮崎中２年）
★佳　作　小野寺陽香（小野田中３年）　　　★佳　作　細目　優奈（小野田中１年）
★佳　作　後藤　優佳（宮崎中２年）

福祉ポスター（小学生の部）　★最優秀賞　佐竹　桃奈（宮崎小学校６年）
★優秀賞　早坂　優海（賀美石小６年）　　　★優秀賞　細谷　美風（中新田小５年）
★佳　作　新田　倫久（中新田小１年）　　　★佳　作　佐藤　蒼大（賀美石小１年）
★佳　作　髙橋　大空（中新田小２年）　　　★佳　作　石川　里奈（中新田小３年）
★佳　作　早坂　心結（西小野田小６年）

　　　　　　　（中学生の部）　★最優秀賞　尾形杏莉沙（中新田中学校２年）
★優秀賞　大泉　快斗（中新田中１年）　　　★優秀賞　千坂　有良（中新田中２年）
★佳　作　髙橋　麗菜（中新田中１年）　　　★佳　作　石川　実莉（中新田中１年）
★佳　作　相沢　恵介（中新田中１年）　　　★佳　作　工藤　心良（宮崎中１年）
★佳　作　小松真奈美（小野田中２年） 

　　　　　　　（幼児の部）　★最優秀賞　菅原　温子（中新田幼稚園なかよしこども園）
★優秀賞　伊藤　未来（中新田幼稚園なかよしこども園）　★優秀賞　堀籠　旭陽（中新田幼稚園なかよしこども園）
★優秀賞　早坂　友作（中新田保育所）　　　★佳　作　栁川　大智（中新田幼稚園なかよしこども園）
★佳　作　小杉　悠太（中新田幼稚園なかよしこども園）　★佳　作　工藤　心咲（中新田幼稚園なかよしこども園）
★佳　作　江田　朱里（中新田幼稚園なかよしこども園）　★佳　作　尾形　采音（中新田保育所）
★佳　作　三澤　蒼空（中新田保育所）　　　★佳　作　佐藤　大希（小鳩幼稚園）

第16回福祉作文・ポスターコンクール入賞者第16回福祉作文・ポスターコンクール入賞者第16回福祉作文・ポスターコンクール入賞者
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福
祉
作
文
（
小
学
生
の
部
）

　

ど
ん
な
時
で
も

思
い
や
る
と
い
う
こ
と　

宮
崎
小
学
校
六
年　

佐
竹　

桃
奈　

　

私
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
習
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
先
生
は
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
、
脚
本
を
書
い
て

い
ま
す
。
作
品
の
中
に
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ
ま
っ
て

い
て
、
命
シ
リ
ー
ズ
が
多
く
、
そ
の
舞
台
に
出
て
、
生
き

て
い
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
、
先
生
の
お
母
さ
ん
が
九
十
五
歳
七
ヶ
月

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
先
生
は
「
命
」
に
つ
い
て
作
品
を
通
し
て
し

か
教
え
て
く
れ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
の

お
母
さ
ん
の
お
別
れ
の
式
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
昭
和
十
八
年
、
戦
時
中
、
木
炭
車
の
中
で
生

ま
れ
た
そ
う
で
す
。
戦
時
中
の
生
活
は
苦
し
く
、
食
料
や

衣
服
、
燃
料
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
は
、
簡
単
に
手
に

入
れ
ら
れ
な
く
て
、
一
日
を
や
っ
と
生
き
る
だ
け
で
精
一

杯
だ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
戦
時
中
は
、
辛
く
て
も
、
全
て
が
が
ま
ん
だ
っ

た
が
、
近
隣
と
触
れ
合
い
を
深
め
、
助
け
合
い
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
お
互
い
を
元
気
づ
け
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
先
生
は
、「
頂
い
た
命
を
大
切
に
し
、
一
日

一
日
を
大
切
に
生
き
、
そ
し
て
人
の
た
め
に
生
き
な
さ
い
」

と
言
い
ま
し
た
。

　

戦
時
中
の
苦
労
を
知
ら
な
か
っ
た
私
は
今
、
何
不
自
由

な
く
、
当
た
り
前
の
よ
う
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
生
活
の
中
で
、
周
り
の
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

　
「
思
い
や
る
」
と
い
う
こ
と
は
相
手
の
こ
と
を
真
剣
に

考
え
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
事
に
も
大
き
な
愛
を

も
ち
、
積
み
重
ね
て
い
き
そ
し
て
悲
し
ん
で
い
る
人
に
は
、

笑
顔
で
接
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
が
教
え
て
く
れ
た
事
で
私
は
、
今
、
平
和
な
時
代

で
も
、
相
手
を
思
い
や
り
、
助
け
合
い
、
身
近
な
人
達
と

『
輪
』
に
な
っ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
、
み
ん
な

で
手
を
つ
な
ぎ
協
力
し
合
え
る
社
会
で
あ
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
和
な
日
々
に
感
謝
し
て
、
未
来
も
平
和
な

世
界
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

（
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

宮
崎
小
学
校
六
年　

佐
竹　

桃
奈

福
祉
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
生
の
部
）



《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

福
祉
作
文
（
中
学
生
の
部
）

　

気
持
ち
で
繋
ぐ
バ
ト
ン
パ
ス

小
野
田
中
学
校
二
年　

小
松　

真
奈
美　

　

私
は
あ
の
時
、
あ
あ
し
と
け
ば
よ
か
っ
た…

と
、
思
う

こ
と
が
あ
る
。

　
「
あ
〜
も
う
！
め
ん
ど
く
さ
い
な
！
。」

　

気
付
け
ば
そ
ん
な
言
葉
を
発
し
て
い
た
。

　

小
学
二
年
生
の
秋
、
私
は
曾
祖
母
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
い

つ
も
の
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
の
頃
、
私
の
曾
祖
母
ち
ゃ

ん
は
ベ
ッ
ド
で
よ
く
寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
た
。
決
ま
っ

た
時
間
に
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
の
が
日
課
だ
っ

た
。
曾
祖
母
ち
ゃ
ん
を
ベ
ッ
ド
か
ら
起
こ
し
、
ス
プ
ー
ン

で
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
お
か
ゆ
な
ど
を
口
に
入
れ
る
。

食
べ
終
わ
る
の
を
待
つ
。
ま
た
、
ス
プ
ー
ン
で
少
し
ず
つ

ゆ
っ
く
り
と
口
に
入
れ
る
。
こ
の
動
作
の
繰
り
返
し
だ
。

九
十
九
歳
の
曾
祖
母
ち
ゃ
ん
は
当
然
、
食
べ
る
速
さ
が
普

通
の
人
よ
り
も
遅
い
。
だ
け
ど
、
一
度
私
は
怒
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
最
初
の
あ
の
言
葉
だ
。
遊

び
た
い
気
持
ち
を
我
慢
で
き
ず
、
食
べ
る
速
さ
が
遅
い
曾

祖
母
ち
ゃ
ん
に
イ
ラ
つ
い
て
、
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
言

葉
。

　
「
あ
〜
も
う
！
め
ん
ど
く
さ
い
な
！
。」

そ
こ
か
ら
少
し
時
が
経
っ
て
冬
に
亡
く
な
っ
た
曾
祖
母

ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
ど
う
思
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
答
え
は
分
か
ら
な
い
ま
ま…

。

　

中
学
生
に
な
っ
た
私
か
ら
、
幼
か
っ
た
私
へ
伝
え
た
い

思
い
。

　
「
曾
祖
母
ち
ゃ
ん
を
支
え
て
い
る
中
で
、
イ
ラ
つ
く
こ

と
や
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
も
頑
張
っ

て
支
え
て
あ
げ
る
ん
だ
よ
。
後
悔
し
て
か
ら
じ
ゃ
遅
い
か

ら
」

　

曾
祖
母
ち
ゃ
ん
の
死
を
経
て
、
私
は
思
う
こ
と
が
あ
る
。

今
ま
で
「
人
の
命
」
や
「
支
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
深
く
考
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
も
、
支
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
笑
顔
が
生
ま
れ
、
人
の
命
の
寿
命
が
ほ
ん
の
少

し
で
も
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
な…

と
。
そ
し
て
も
う
一

つ
。「
助
け
合
い
」
や
「
支
え
合
い
」
は
、
優
し
さ
や
思

い
や
り
の
バ
ト
ン
で
繋
ぐ
リ
レ
ー
だ
と
思
う
の
だ
。
私
一

人
で
曾
祖
母
ち
ゃ
ん
を
支
え
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
皆
で

支
え
合
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
け
ば
、
人
と
人
が
繋
が
り
、

こ
の
世
界
に
笑
顔
が
溢
れ
る
と
思
う
の
だ
。

　

私
は
こ
の
バ
ト
ン
を
、
未
来
永
劫
繋
い
で
い
き
た
い
と

思
う
。

　

さ
ぁ
、
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
も
う
す
ぐ

だ
！
気
持
ち
を
一
つ
に
皆
で
バ
ト
ン
を
繋
げ
ば
き
っ
と
、

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

《
最
優
秀
賞
》

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
メ
ダ
ル
も
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
笑
顔
も
得
ら
れ

る
は
ず
だ
！
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《
最
優
秀
賞
》

中
新
田
中
学
校
二
年　

尾
形　

杏
莉
沙

福
祉
ポ
ス
タ
ー
（
中
学
生
の
部
）



▲孫たちとジャンケン・ポン!!
（中学生との交流会）

▲出来栄えに思わずニッコリ！
（フラワーアレンジメント）

▲丸か建設株式会社（佐々木浩章社長・
写真左）様　　　　　　　　　　　

介護サービス事業所紹介介護サービス事業所紹介介護サービス事業所紹介
　加美町社協では介護事業として、「訪問介護」「通所介護（デイサービス）」「訪問入浴介護」「居宅
介護支援事業所」を運営しています。今回はこの中から「通所介護（宮崎デイサービスセンター）」
についてご紹介します。

　宮崎デイサービスセンターは、宮崎・旭・賀美石
地区の方々が集まり、和気あいあいと楽しく過ごせ
る場所です。利用者さんの楽しみ方は人それぞれで、
お風呂に入りたい方、仲間とのおしゃべりが好きな
方、体を動かすレクリエーションを楽しみにされて
いる方など、皆さん思い思いに過ごされています。
　地域の皆さんとの交流も盛んで、地元の幼稚園児
や小・中学生が毎年慰問に来てくれており、利用者
の皆さんも子どもたちが来るのをとても楽しみにさ
れています。この他にボランティアの皆様の協力も
多く、お風呂上がりの整容や昼食の配膳などもお手
伝いいただいております。
　また、夏祭りなどの季節行事のほか、講師を招い
てフラワーアレンジメントなども行っています。男
性の参加者も多く、自分が作った作品を持ち帰るこ
とができるとあって、利用者さんには人気のイベン
トです。施設見学も随時受け付けておりますので、
下記までお気軽にお問い合わせください。

地域に根ざした「あたたかい」
サービスをお届けします♪

支援事業所」を運営しています。今回はこの中から「通所介護（宮崎デイサービスセンタ
いてご紹介します。

崎デイサービスセンターは、宮崎・旭・賀美石
の方々が集まり、和気あいあいと楽しく過ごせ
所です。利用者さんの楽しみ方は人それぞれで、

宮崎デイサービスセンター

•場　　所：宮崎福祉センター（ほんわかん）内
•利 用 日：月曜日～土曜日
•利用時間：午前９時30分～午後４時
　（日曜日及び１月１日～１月３日はお休み）
　ご相談、お問合せ先　☎68－2825

～新規利用者募集中!～

　平成30年７月豪雨水害により被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。皆様からお寄
せいただいた義援金を報告いたします。
　この義援金は、宮城県共同募金会を通じ中央共同募金会へ送金され、全額被災市町村へ届けられ
ます。ご協力ありがとうございました。

平成30年７月豪雨災害義援金
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匿　　名　　様
丸か建設株式会社　様
丸か建設株式会社社員、他協力会社社員様
中新田福祉センター募金箱
小野田福祉センター募金箱
宮崎福祉センター募金箱
加美町社会福祉協議会職員一同
加美町社会福祉協議会

ご　　　芳　　　名 金　額
　　20,000円

1,000,000円

　　　9,683円
　　13,530円
　　　1,130円
　　64,000円
　100,000円

№
1

2

3
4
5
6
7

（平成30年10月22日受付分まで）
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　８月25日、今回で５回目となる24時間テレビチャ
リティ募金活動を行いました。今年もイオンスーパー
センター加美店の協力のもと、中新田高等学校の生徒
10名の皆さんに元気よく活動いただきました。
　当日は非常に暑い中での開催となりましたが、ボラ
ンティアの高校生の元気のよい声と明るい笑顔に、多
くの方々が足を止めて募金にご協力いただきました。
今年も貯金箱などをそのまま届けて下さった方もお
り、中には「去年ここでもらった貯金箱に一年間貯め
ていたんだよ！」という方も。今年の募金総額は５万
1,771円となりました。
　集まった募金は宮城テレビを通じて、福祉・環境・
災害援助等に活用されます。今年もご協力まことにあ
りがとうございました。

今年も地域の皆さんの「愛」に感謝！
24時間テレビチャリティ募金活動報告

かみまちボランティアセンター通信 vol.23
加美町ボランティアセンター
電話：0229－63－2547
FAX：0229－63－2898
mail：kamisyakyo@vega.ocn.ne.jp

　日常生活で心配ごと、困りごとはありません
か？お気軽にご相談ください。
★時間：午前10時～午後３時
★場所：中新田福祉センター分室２階 相談室

※完全予約制です。希望される方は相談日の３
日前までに電話または来所の上、お申込みく
ださい。

生活相談所開設

開設日
11月15日
12月20日
 1 月17日

三浦　久子
大崎　吉男
早坂　彰彦

澤口　　信
庄司　定雄
佐藤千鶴子

相　談　員

寄　付　金

物 品 寄 付

温かい善意ありがとうございます

（平成30年７月19日～平成30年10月12日）
★匿　　名　　様　　　　　　　　100,000円
★イセファーム東北、イセ食品株式会社　様
　（7/29イセたまご祭り収益金）　　　85,361円
★富士美流社中　様　　　　　　　　10,000円

★黒田　弘子　様（中区）………… タオル多数
★匿　　名　　様 …… おむつ、尿取りパッド
★加美商工会女性部　部長　斎藤せい子　様
　  ………… タオル、おしぼり、石鹸、洗剤等
★三浦　好子　様（小泉）…… タオル、洗剤等
　⇒宮崎デイサービスセンターへ

▲活動に参加いただいた中新田高校の生徒の皆さん。今年も本当にありがとうございました!!▲



7 かみまち「社協だより」第76号　2018.11

　加美町社協では、ミニデイサービスサポート事業と
して、レクリエーション物品の貸し出しを無料で行っ
ております。その貸し出し物品を体験いただき、使用
方法や遊び方を学ぶレクリエーション研修会を、今年
は加美町地域包括支援センターさんと一緒に、下記の
日程で開催します。
　ミニデイの内容でお困りの行政区の区長さんやリー
ダーの皆さん、実際に自ら体験して、楽しくレクリエー
ションの「ネタ」を増やしてみませんか？
　大勢の皆さんの参加をお待ちしております。

•日　時：平成30年11月29日㈭
　　　　　午前10時～正午（受付：９時45分～）
•会　場：小野田福祉センター・ホール
•参加費：無　料
•内　容：各地区のミニデイ活動報告、レクリエー

ション物品を使った実技　他
•問合せ：加美町地域包括支援センター　
　　　　　☎63－3600
※当日は上履きを持参の上、動きやすい服装でご参
加ください。

▲見事な投球に皆さん拍手喝采!!

▲なかなか釣れないわ…。あぁ悔しい!!

『遊び方』を学ぼう!!『遊び方』を学ぼう!!『遊び方』を学ぼう!!
ミニデイサービスレクリエーション研修会

　社会福祉協議会では、高齢者等の生活支援事業として、今年も除雪サービスを実施しております。
これは、在宅の一人暮らしまたは二人暮らし高齢者世帯の方で、かつ要支援以上または身体障害者手
帳保持者がいる世帯に対し、除雪を行うことで、在宅で自立した生活を継続できるよう支援するもの
です。利用を希望される方は、社協事務局にてご相談ください。
【対 象 者】おおむね70歳以上の一人暮らしまたは二人暮らし高齢者世帯の方で、かつ要支援以上の

介護認定を受けている、または身体障害者手帳保持者がいる町民税非課税世帯の方。
【事業内容】作業は、加美町シルバー人材センターに委託して行われます。おおむね10センチ以上の

積雪があった時に、利用者からの電話等による依頼に応じて、担当会員が出向いて作業
を行います。

【除雪範囲】自宅の玄関周りや敷地外への通路、石油タンクやガス周りなどの、生活上除雪が必要な
場所に限られます。（屋根の雪下ろしや庭などは不可）

【利用料金】１回あたり200円（１ケ月分をまとめて翌月に請求いたします。）
　　　　　　なお、除雪に必要な経費は１回当たり1,375円となっており、うち1,175円を社会福祉協

議会が負担しています。
【利用申請】各地区の社協事務局にて申請書を受け取り、必要事項をもれなくご記入の上、町県民税が非

課税であることを証明する書類（非課税証明書等）を添付してください。
　　　　　　（なお、ご自分で役場等に出向き、非課税証明書を取得することが困難な場合は、委任状に記

入いただき、200円を添えて申し込みいただければ、社協で代行取得することもできます。）
※なお、土地の状況（広範囲で手作業ではできない等）や地区にシルバー人材センターの会員がいな
い等の理由で、ご希望に添えないこともありますので、ご了承ください。

加ください。
▲なかなか釣れないわ…。あぁ悔しい!!

　社会福祉協議会では、高齢者等の生活支援事業として、今年も除雪サービスを実施しておりま
これは、在宅の一人暮らしまたは二人暮らし高齢者世帯の方で、かつ要支援以上または身体障害者
帳保持者がいる世帯に対し 除雪を行うことで 在宅で自立した生活を継続できるよう支援するも

高齢者等生活支援事業（除雪サービス）のお知らせ高齢者等生活支援事業（除雪サービス）のお知らせ
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平成30年度『社協スタッフ』大募集!!平成30年度『社協スタッフ』大募集!!平成30年度『社協スタッフ』大募集!!

①運転業務員（クローバーハウス）
【賃　　金】時給1,200円
【勤 務 日】月～金曜日、週５日勤務
【勤務時間】　8:30～　9:30
　　　　　　15:30～16:30
　　　　　　※週19時間以内勤務

②ホームヘルパー（短時間勤務）
【賃　　金】時給1,020円～940円
【勤 務 日】週５日以内
【勤務時間】１日３時間以内
【資　　格】介護福祉士、介護職員初任者

研修課程、ヘルパー１級・２
級

　　　　　　※週19時間以内勤務

③ケアマネジャー（介護支援専門員）
【賃　　金】月給223,900円～190,400円
【勤 務 日】月～金曜日、週５日勤務
【勤務時間】8:30～17:15
【資　　格】介護支援専門員

④調理員（小野田西部デイサービスセンター）
【賃　　金】時給900円～860円
【勤 務 日】月～土曜日、週２日勤務　
【勤務時間】8:30～12:30

　加美町社会福祉協議会が運営する介護事業所及び障害福祉サービス事業所のスタッフとして、一
緒に働いてくれる方を募集しています。応募される方は、希望の職種等を明記した履歴書、資格者
証の写し等を持参の上、加美町社会福祉協議会本部（加美町字町裏320番地・電話63－2547）まで
お申込みください。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しています。

⑥栄養士（短時間勤務）
【賃　　金】時給1,170円
【勤 務 日】月～金曜日、週３日勤務
【勤務時間】8:30～17:15の間の４時間
【資　　格】栄養士

●共通条件：満60歳未満、要普通運転免許
●福利厚生：週勤務時間により雇用保険･社会保険に加入。その他本会規定による。

⑤調理員（中新田デイサービスセンター）
【賃　　金】時給900円～860円
【勤 務 日】月～土曜日、週５日勤務
【勤務時間】8:30～12:30

平成31年４月採用　加美町社協職員募集のお知らせ平成31年４月採用　加美町社協職員募集のお知らせ平成31年４月採用　加美町社協職員募集のお知らせ

●職 種 等　初級（高等学校卒業程度）、一般職（若干名）

●受験資格　・平成元年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法に基づく高等学校等
を卒業した者（平成31年３月卒業見込みを含む）

　　　　　　・普通自動車免許を有する者又は採用前までに取得見込みの者

●受付期間　11月２日㈮から26日㈪まで

●１次試験　12月９日㈰（教養試験、作文試験）　※２次試験　12月24日㈪予定

●申込・問合せ　〒981-4261　加美郡加美町字町裏320番地
　　　　　　　　加美町社会福祉協議会本部総務班（電話63－2547）まで


